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はじめに 

 

平成 17 年４月の「発達障害者支援法」（平成 16 年法律第 167 号）の施行後、発達障害

者に対する就労支援策の充実が図られており、当機構の障害者職業総合センターにおいて

も、①研究部門が平成９年度から、発達障害者の障害特性と就労支援に関する研究を継続

的に実施、②職業センターが平成 17年度から、主に知的障害を伴わない自閉症の者、アス

ペルガー症候群の者を対象に、「ワークシステム・サポートプログラム」を実施し、それ

らの者に対する効果的な支援技法の開発に取り組んでいるところである。また、国立職業

リハビリテーションセンター及び国立吉備高原職業リハビリテーションセンターにおい

て、平成 20年度から、発達障害者に対する職業訓練の本格実施を開始したところである。 

地域障害者職業センター（以下「地域センター」という。）においては、発達障害のあ

る利用者数は、平成 22 年度が年間で 3,955 人、平成 23 年度が上期で 3,021 人となってお

り、センターを利用する発達障害者が大幅に増加している。 

 地域センターでは、これらのニーズの高まりに応えるため、職業評価、職業準備支援、

ジョブコーチ支援等により、必要な職業リハビリテーションサービスを提供しているが、

発達障害者の障害特性や職業上の課題を踏まえ、より効果的な支援を実施し、円滑な就職

及び職場適応を図るため、平成 19年度から、職業センターが開発した「ワークシステム・

サポートプログラム」の技法を活用して「発達障害者就労支援カリキュラム」を職業準備

支援に設定し、発達障害者に対する専門的支援（以下「専門的支援」という。）の試行実

施を開始し、平成 23年度は、13ヵ所の地域センターにおいて実施したところである。 

この試行実施においては、試行実施センターでの支援と併せて、「発達障害者に対する

専門的支援プロジェクト委員会」を設置し、専門的支援の円滑な実施に資するとともに、

発達障害者に係る支援ノウハウの蓄積及び地域センターでの効果的な支援技法等の検証を

図ることとした。 

 本報告書は、平成23年度の試行実施状況、本委員会における検討内容等について報告す

るものである。 

 

平成２４年３月 

発達障害者に対する専門的支援プロジェクト委員会 
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発達障害者に対する専門的支援プロジェクト委員会報告書 

（平成２３年度） 

 

目     次 

 

第１ 平成 23年度の発達障害者に対する専門的支援試行実施の概要・・・・・・・・・１ 

  

１ 平成 23年度の試行実施の目的 

 

２ 平成 23年度の試行実施センター 

 

第２ 平成 23年度の発達障害者に対する専門的支援試行実施の結果・・・・・・・・・２ 

 

１ 支援対象者の状況 

（１）平成 23年度の専門的支援の対象者及び平成 23年度上半期終了者の帰すう状況 

（２）発達障害者就労支援カリキュラムの選択的活用について 

 

２ 関係機関との連携及び地域の就労支援ネットワークの構築に向けた取組み 

（１）各試行実施センターにおける取組みの実際 

（２）地域センターに対する支援ニーズの開拓に係る取組み 

   ① 発達障害者支援センター、ハローワーク等の発達障害者に対する支援を実施して

いる機関との連携強化に係る取組み 

  ② 更なる対象者の確保に向けた取組み 

 

３ 注意欠陥多動性障害を有する者に対する支援ノウハウの蓄積に係る取組み 

 

４ 効果的・効率的な就職支援に係る取組み 

 

５ 職業準備支援等他の支援との連動に係る取組み 

（１）職業準備支援において専門的支援の対象としていない発達障害者に対する技能体

得講座の実施状況 

（２）職業準備支援において発達障害者以外の障害者に対する技能体得講座の実施状況 

 

６ 新規試行実施センターにおける取組み 
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７ 各試行実施センターにおける工夫した取組み 

（１）作業課題の拡充に向けた取組み 

（２）的確な個別カリキュラムの作成に係る取組み 

 

第３ 総括・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４５ 

  

１ 職業準備支援の対象となる発達障害者の確保に係る方策の検討 

 

 ２ 職業準備支援の対象となる発達障害者を就職等の次の段階へ確実に移行させるため

の支援のあり方 
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① ジョブコーチ支援事業 障害種別の支援対象者の推移

② 職場定着の状況（支援終了後6ヶ月経過時点で雇用されている者の数及び定着率）

229

192

228

229

262

279

305

1,630

1,761

1,815

1,959

2,023

2,351

2,263

736

698

613

607

574

546

380

747

651

431

269

160

130

102

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

23年度

22年度

21年度

20年度

19年度

18年度

17年度

身体障害 知的障害 精神障害 その他

3,302人

3,050人

3,306人

3,064人

3,019人

2,92823年度

（人、％）

（人）

3,087人

3,342人

87.4%

【注】・前年度10月～当該年度9月までの支援修了者の定着率

2,371

2,598

2,638

2,594

2,537

2,541

2,862

2,928

16年度

17年度

18年度

19年度

20年度

21年度

22年度

23年度

83.0％

83.6％

84.3％

83.9％

定着率

84.8％

87.6%

84.5％

87.4%
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身体障害者： 30

知的障害者： 201

精神障害者： 116

そ の 他： 97

不 明： 1

調査実施年月

調査方法

平成２４年１月～３月

Ｂ：効果があった/役に立った

構成比

① センター職員が、支援終了日において、対象者に調査の目的を説明し、調査への協力をお願い
する。
② センター職員が、アンケート調査用紙と職業リハビリテーション計画の写しを見せながら、調査の
内容と回答方法をわかりやすく説明し、返送用封筒（返送先は本部）をわたして返送をお願いする。
③ 対象者は、（センター職員がいないところで）回答を記入し、返送用封筒で回答用紙を本部に送
付する。

（調査内容）
「ジョブコーチ支援は、就職や職場で働き続けるために効果がありましたか（役に立ちましたか）？」
（文中の漢字にはふりがなをつけて実施）

回答結果
218
184

Ａ：大変効果があった/とても役に立った

アンケート調査結果
（ジョブコーチ支援事業）

調査対象者 ［障害種類別内訳］

○ 回答者数： 445人 （対象者数463人：回収率 96.1%)

各地域センターにおいて、平成２４年１月１０日から同年３月９日までの２カ月間にジョブコーチ支援
事業を終了した者を対象として、調査協力をお願いする。

8.5%38

回答選択肢
49.0%
41.3%

Ｃ：どちらでもない

調査結果

ジョブコーチ
支援事業
の効果度

8.5%
0.7%
0.2%

<効果があった支援項目（複数回答）>

全体の９０．３％の回答者が効果があった（Ａ又はＢ）と回答している。

3
1
1

445

Ｄ：効果がなかった/役に立たなかった
38

100.0%計

Ｅ：まったく効果がなかった/まったく役に立たなかった
無回答 0.2%

Ｃ：どちらでもない

全く効果がなかった

49.0%

41.3%

8.5%

0.7% 0.2%

ジョブコーチ支援事業の効果度

大変効果があった

効果があった

どちらでもない

効果がなかった
無回答
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内
容

区
分

障
害

種
類

意
見

・
要

望
分

析
今

後
の

対
応

身
体

障
害
者
の
自
覚
の
再
認
識
と
、
労
働
ペ
ー
ス
配
分
に
つ
い
て
の
助
言
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
又
、
実
務
の
取
り
組
み
方

の
改
善
も

的
確
で
あ
っ
た
。

知
的

会
社
と
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
と
き
に
、
自
分
が
会
社
に
質
問
し
た
い
事
や
自
分
の
情
報
を
代
わ
っ
て
会
社
側
の
担
当
者
に
伝
え
て
も

ら
っ
た
事
。

発
達

今
ま
で
理
解
に
と
ぼ
し
か
っ
た
職
場
に
お
け
る
マ
ナ
ー
や
、
良
好
な
人
間
関
係
を
作
る
上
で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
な

ど
、
学
ぶ
べ
き
事
が
多
く
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、
役
に
立
っ
た
。

発
達

J
C
支
援
の
お
か
げ
で
、
注
意
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
し
っ
か
り
理
解
し
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

発
達

初
め
て
の
就
職
で
ふ
あ
ん
も
あ
り
ま
し
た
が

、
実
習
の
段
階
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
、
職
場
で
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
、
仕
事
の

内
容
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

知
的

初
め
は
仕
事
の
や
り
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
工
夫
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
れ
た
こ
と
。

知
的

働
く
ス
ピ
ー
ド
に
、
こ
う
や
る
と
や
り
や
す
い
よ
と
、
助
言
し
て
く
れ
た
り
、
会
社
が
と
て
も
た
す
か
る
よ
う
な
話
を
書
い
て
教
え
て
く
れ
た

り
し
て
と
て
も
満
足
し
ま
し
た
。

高
次

脳
一
人
で
仕
事
を
す
る
事
の
不
安
・
心
配
事

な
ど
の
相
談
が
で
き
、
自
信
が
も
て
た
。
作
業
・
職
場
で
の
上
司
、
お
客
様
へ
の

対
応
等
も

よ
り
良
く
、
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
心
強
さ
が
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

高
次

脳
職
場
復
帰
に
向
け
て
短
期
間
で
協
力
し
て
も
ら
っ
た
。
作
業
に
つ
い
て
く
れ
仕
事
が
し
や
す
い
よ
う
に
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
く
れ
た
。

よ
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
。

知
的

計
画
が
、
漢
字
ば
か
り
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

知
的

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
が
書
か
れ
て
い
て
よ
か
っ
た
が
、
作
業
中
あ
ま
り
読
み
直
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
だ
。

高
次

脳
漠
然
と
し
ず
ぎ
て
い
て
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
入

り
方
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な
か
っ
た
。

発
達

も
う
少
し
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
が
職
場
に
来
る
回

数
・
頻
度
が
多
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

発
達

人
間
関
係
構
築
に
つ
い
て
の
指
導
が
あ
れ

ば
よ
り
良
い
。

発
達

集
中
支
援
期
間
が
も
う
少
し
長
く
、
訪
問
回
数
も
週
１
回
ぐ
ら
い
ま
で
増
や
し
て
頂
け
れ
ば
尚
良
い
と
思
い
ま
す
。

ジ
ョ

ブ
コ

ー
チ

支
援

事
業

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

自
由

記
述

欄
要

因
分

析
表

否 定 的 意 見 お よ び 要 望

職 リ ハ 計 画 支 援 内 容

肯 定 的 意 見

職 リ ハ 計 画 支 援 内 容

【
職
リ
ハ
計
画
に
つ
い
て
】

○
希
望
や
話
し
合
っ
た
こ
と
が
反
映

さ
れ
て
い
た
、
課
題
や
目
標
、
支
援

内
容
が
具
体
的
に
書
い
て
わ
り
分
か

り
や
す
か
っ
た
等
、
肯
定
的
な
評
価

が
多
数
あ
っ
た
。

対
象
者
の
職
業
上
の
課
題
、
個
々

の
障
害
特
性
や
支
援
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
計
画

内
容
、
個
々
の
障
害
特
性
や
能
力
に

配
慮
し
た
分
か
り
や
す
い
説
明
が
な

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

【
支
援
内
容
に
つ
い
て
】

○
作
業
遂
行
に
か
か
る
支
援
、
職
場

の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
助

言
、
職
場
の
人
間
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
支
援
な
ど
、

対
象
者
の
障
害
特
性
や
課
題
、
支
援

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
個
々
の
対
象
者

の
心
理
的
側
面
（
不
安
等
）
に
配
慮
し

た
き
め
細
か
い
支
援
を
実
施
し
た
こ

と
が
肯
定
的
評
価
に
つ
な
が
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

【
職
リ
ハ
計
画
に
つ
い
て
】

○
「
内
容
が
分
か
り
に
く
い
」
「
説
明
が

難
し
い
」
な
ど
、
個
々
の
対
象
者
の
障

害
特
性
に
配
慮
し
た
説
明
が
不
十
分

で
あ
っ
た
り
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン

セ
ン
ト
の
手
続
き
に
沿
っ
た
説
明
が

な
さ
れ
て
い
な
い
事
例
が
認
め
ら
れ

た
。

【
支
援
内
容
に
つ
い
て
】

○
対
象
者
の
気
持
ち
や
要
望
を
的
確

に
把
握
で
き
ず
、
支
援
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
事
例
が
認

め
ら
れ
た
。

○
対
象
者
の
障
害
特
性
や
多
様
な

支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、

個
々
の
要
望
や
気
持
ち
を
的
確
に
把

握
し
、
き
め
細
か
い
支
援
計
画
の
策

定
を
心
掛
け
る
。

○
支
援
計
画
の
説
明
の
際
は
、
障
害

特
性
に
応
じ
て
説
明
方
法
を
工
夫
す

る
な
ど
、
具
体
的
で
分
か
り
や
す
く
説

明
し
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

を
徹
底
す
る
。

○
支
援
期
間
中
も
、
職
場
環
境
の
変

化
、
対
象
者
の
支
援
ニ
ー
ズ
や
心
理

的
な
変
化
等
を
継
続
的
に
把
握
し
、

支
援
の
各
段
階
に
お
い
て
、
支
援

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
が
実
施
で
き

て
い
る
か
検
証
し
な
が
ら
、
支
援
者

側
の
一
方
的
な
判
断
で
支
援
を
進
め

な
い
よ
う
に
す
る
。

○
個
々
の
特
性
を
踏
ま
え
た
適
切
な

支
援
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
障
害
特
性

や
支
援
方
法
に
つ
い
て
、
O
ｆｆ
‐
J
T
に

よ
る
事
例
検
討
や
学
習
機
会
を
確
保

し
て
、
更
な
る
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
資
質

向
上
に
努
め
る
。
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○面接
○厚生労働省編一般職業適性検査
○東大式エゴグラム
○Ｙ－Ｇ性格検査 等 基礎評価

（３週間程度）

○事業所訪問
○職場復帰に関する意見、職場の状況等の把
握・分析

○職場復帰時に事業所で想定される作業
○籐作業、紙細工
○ビジネス文書作成、エクセルによる表計算

職場復帰のコーディネート

職業リハビリテーション計画及び事業主支援計画の策定と同意

支援計画の策定

○センター内支援の状況を報告

○社内支援体制構築のために、総務部、復帰部
署担当者との支援状況の情報共有、拡大ケース
会議の実施

○職場復帰の環境整備の一環として、病気等の
理解を促進するための従業員を対象とした講習
会の実施

○事業所を訪問し、事業所内の体制、職務の分

センター内支援（常設の模擬的就労場面を

通所頻度例：前半２日／週 ２時間

障害者 事業主

リワーク支援の実際について

○主治医から本人の病状に応じた

○リワークノートの活用：自責的な考え方が多
く、適応的な思考に変えるため問題の考え方、
解決の仕方など整理
○アサーショントレーニング：「残業の断り方」の
ロールプレイ等
○体調管理指導：夜更かしによる遅刻が目立つ
ため、睡眠時間と疲労度の関連を見るチェック表
を作成
○キャリアプランの再構築：本人自身が現状を
踏まえた上で復職する職場、職種やその後の
キャリアプランに関して検討・整理、キャリアプラ
ンを作成し本人が事業主に対しプレゼンテーショ
ンを実施

リハビリ出勤支援（１ヶ月程度）

○出勤に対する不安を軽減するため、導入時に同行して出勤
○休憩時間にあわせて会社訪問し、ストレッチなどを実施しストレスの軽減を図る
○電話、メールによるフォローアップ
○日誌による体調、気分の自己管理指導（睡眠、外出、疲労度のチェック）

職場復帰
支援

（２ヶ月程度）

○事業所を訪問し、事業所内の体制、職務の分
析に基づき、業務内容、業務量、出勤ペースな
どに関して助言

センター内支援（ストレス対処講習等）

職 場 復 帰
フォローアップの実施

出勤頻度例：１～２週目 １日／週 ２時間
３週目 ２日／週 ３時間

○主治医に対して
・センターから支援状況の報
告

・本人の病状の変調を把握し

たときは、センターより連絡
○主治医から病状に応じた支
援方法の助言

○主治医に対して
・センターから支援状況の報告
・本人の病状の変調を把握したと
きは、センターより連絡
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